
 

子供たちの成長を願う 

副校長  伊藤 雅一   

 

１月は、インフルエンザを発症して欠席した児童が、いちばん多い日で５２名にもなることがあ

りました。１年、２年、３年の３クラスが学級閉鎖をするという状況もあり、インフルエンザの猛

威を実感せざるを得ませんでした。おかげさまで下旬にはその猛威も治まり、いつもの活気ある元

気な学校に戻りました。しかし、まだまだ乾燥する日が多い時期なので油断は禁物です。「手洗いす

る・うがいをする・部屋の湿度を保つ・バランスよく栄養を摂る・十分な睡眠をとる」等を徹底し

ていただき、インフルエンザはもちろん、胃腸炎等の予防に努めていただきたいと思います。 

 

先日、他区で６年担任をしていた時の子供たちと会いました。８年振りに会う子供たちはもう子

供ではなく、２０歳を迎えた大人でした。その日は、「二分の一成人式」のときに埋めた（校舎の片

隅にしまった）タイムカプセルを開ける日と同時に、仮校舎で卒業した子供たちが、新校舎の地下

部屋の一部に残した似顔絵タイルが披露される日でした。当時の校長先生と４年担任だった先生と

自分がそこに招待されていたのです。 

私は、行けると分かった日から何となくそわそわと落ち着きませんでした。教え子に会うという

ことが表面には出さないまでも嬉しかったんだと思います。当時のもので何か残っていないか探し

ましたが、卒業アルバムだけが見付かりました。顔写真を見ながら名前を思い出すとともに、自分

が担任としてどんな言葉を贈っていたかを確かめました。話が合わせられるように最低限の準備は

しておきました。 

当日は３３人中２０人の子供たちが来ていました。８年振りでしたが、予習していたこともあり

１８人は顔を見て名前と一致しましたが、２人だけ分かりませんでした。思い出せなかったショッ

クもありましたが、顔が分からないぐらい成長したということが嬉しく思いました。さらに、一人

一人から近況報告があり、大学や専門学校で自分の進むべき道に向かって努力していたり、アルバ

イトしている店を紹介してくれたりしたのを聞いて、一人一人が頼もしく成長した姿を実感できま

した。 

一人一人が話す「６年生の頃の思い出」を聞きながら担任時代を思い出すとともに、これが教員

という職業の醍醐味であり、やりがいだと強く感じました。２０人に会えたが故に、会えなかった

１３人については、元気だろうとは思っていてもやはり心配する気持ちは消えません。担任として

受けもつのは１年か２年かもしれませんが、関わった子供たちがどのように成長していくかについ

てずっと忘れることなく思っていることができるのが、先生をやっている良さなのかなとつくづく

思います。 

 

小梅っ子たちのつい先日の様子を見ていても、１年生がお兄さん・お姉さんになって保育園の園

児たちを楽しそうにもてなしている姿や、社会科見学に行った６年生が他区の学校と一緒になった

ときでも普段と同様に立派に行動している姿がありました。それぞれの学年はもちろんのこと、６

年間を通しての成長も感じられ、とても頼もしく思っています。今は担任という立場ではありませ

んが、副校長として小梅の３２８名の子供たちが立派に成人していくことを願いながら、温かく見

守り続けていきます。 

平成３１年１月３１日 

墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 

教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子 ○たくましい子 



２年生出前授業 「墨流し絵はがきを作ろう」 

２年生担任 高橋 礼奈 

 １月１９日（土）に出前授業を行いました。今回は、理科実験グループ「ディレクトフォース」

のみなさんに、墨流し絵はがきの作り方を教えていただきました。 

 つまようじを使って水面に墨を垂らすと、色がぱっと広がる様子を「どうして色が混ざらない

のかな？」と不思議そうに実験を観察していました。先生方から、墨が膜になって広がる秘密を

分かりやすく教えていただきました。その後、実際に水 

面にできた模様を絵はがきに写しとりました。偶然にで 

きたきれいな模様が、そのままはがきになり、とても嬉 

しそうな表情が見られました。 

 来年は、理科の学習が始まる２年生。「興味や疑問を 

もったことをとことん研究して欲しい。」というディレ 

クトフォースのみなさんからのメッセージに目を輝かせ 

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月の生活目標  外で元気に遊ぼう 

生活指導部 山口 勝代 

 子供たちは、毎日休み時間に元気よく、仲良く校庭で遊んでいます。寒い日が多いですが、風

邪やインフルエンザに負けない体力をつけるためにも、どんどん外に出て遊んでほしいです。放

課後や休日なども積極的に外に出て体を動かすよう、御家庭でも子供たちへの声かけをお願いい

たします。 

 

 ６年生社会科見学 

                               ６年生担任 吉川 修平  

 １月２１日（月）、６年生は社会科見学へ行きました。行き先は、日本科学未来館と国会議事

堂参議院です。 

 まず日本未来科学館では、日本はどんな技術が進んでいるのか、その技術によってどんな未来

がつくられていくのかという視点をもち、見学しました。自分の生活に関わりのある技術を見つ

けて喜んだり、日本の工業技術に感心したりする姿が見られました。 

 次に、国会議事堂参議院です。模擬会議に参加したり、法案に対する採決の際に投票したりし

た後、国会議事堂を参観しました。教科書やテレビでしか見たことがない議場や、国会議事堂の

様子に子供たちは興味津々。案内してくださる方に、積極的に質問をする児童もいました。 

 教室で学んだことについて実際に目にしたり、触れてみたりすることで、実感を伴った、より

深い学びができました。学んだことや考えたことを一生懸命記録する姿が印象的な１日でした。

今後のまとめ学習も充実したものになるように、引き続き指導します。 

 

 



   

 

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

初めての席書会で、「お正月」を書きました。 

 

席書会「元気な子」を集中して書きました。 

出前授業で墨流し絵はがき体験をしました。 保育園児と交流会をしました。 

社会科見学 国会議事堂にて模擬会議に参加しました。 集中して席書会に取り組みました。 

 


